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ごみ焼却施設の候補地選定について（案） 

 

候補地区の比較検討 

第１６回策定委員会における意見を受け、選ばれた１５箇所の候補地区について、比

較検討資料を作成。 

 

資料の作成方法 

 

１）基本条件① ３００メートル以内に学校、幼稚園、保育園及び病院等がなく、住宅地群に近

接していないこと。 

住宅地の近接状況 

・候補地区内において、既存の隣接する住宅地からの距離を１００ｍ以内とした近

接条件について調査し、該当する範囲を緑色で表示した図面を作成。 

 

２）基本条件④  防災面に配慮するため、災害の危険性がある地域は避けること。 

活断層の近接状況 

・地震の活断層からの距離が３００ｍ以内の範囲について調査し、該当する範囲を

紫色で表示した図面を作成。 

 

３）候補地の敷地形状からの検討 

・候補地区内において、焼却施設の建設に必要と考えられる敷地幅（約１３０ｍ）

を確保出来るかどうかについて調査し、狭隘な箇所については除外した。 

 

（まとめ） 

上記の１）住宅地の近接状況、２）活断層の近接状況の条件による重ね合せ図、並びに

３）候補地の敷地形状からの検討を加えた図面を作成し、残された区域の空き地面積を計

測して概ね１０㌶ほどが確保できるかどうかについて調査した。 

次のページに一覧表を示す。 
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候補地区の空き地面積 一覧表 

         （単位：ｈａ）  

候補地区 
地区の面積 

（赤色枠） 

比較検討項目による 

区域の除外条件 

残された区域の 

空き地面積 

（黄色枠） 

③－２ 13.43 ・住宅地からの距離１００ｍ以内  8.70 

③－３ 35.80 
・住宅地からの距離１００ｍ以内 Ａ 1.30 

・活断層からの距離３００ｍ以内 Ｂ 0.21 

③－４ 111.12 

・住宅地からの距離１００ｍ以内 

・活断層からの距離３００ｍ以内 
Ａ 4.96 

・敷地形状が狭隘 Ｂ 20.05 

⑤－１ 61.86 

・住宅地からの距離１００ｍ以内 

・活断層からの距離３００ｍ以内 
A 0.52 

・敷地形状が狭隘 B 18.86 

⑤－２ 39.23 

・住宅地からの距離１００ｍ以内 Ａ 0.13 

・活断層からの距離３００ｍ以内 Ｂ 0.56 

 Ｃ 1.95 

 Ｄ 0.56 

⑤－４ 42.54 

・住宅地からの距離１００ｍ以内 

・活断層からの距離３００m以内 
Ａ-1 7.26 

A-2 3.25 

・敷地形状が狭隘 Ｂ 0.22 

⑤－５ 59.34 

・住宅地からの距離１００ｍ以内 Ａ 6.63 

・活断層からの距離３００m以内 Ｂ 5.65 

⑥－１ 25.51 ・住宅地からの距離１００ｍ以内  14.90 

⑥－２ 42.02 ・住宅地からの距離１００m以内  33.30 

⑧－１ 30.11 ・住宅地からの距離１００m以内  21.97 

⑧－２ 45.06 ・住宅地からの距離１００m以内  33.60 

⑨－１ 79.97 ・住宅地からの距離１００m以内  79.90 

⑨－２ 28.94 ・住宅地からの距離１００m以内  20.38 

⑩－１ 38.84 ・住宅地からの距離１００m以内  30.12 

⑫－１ 16.18 
・住宅地からの距離１００m以内 

・活断層からの距離３００ｍ以内 
  1.38 

※ 候補地区内において住宅地からの距離条件等により空き地が分断された場合は、枝番表示 

によりそれぞれの面積を計測した。 
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